
 

 

第
三
十
四
回 

齋
藤
茂
吉
短
歌
文
学
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佐
藤
通
雅
『
岸
辺
』  

  
  

  
 
  

  
  

  
   

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

角
川
文
化
振
興
財
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選
考
委
員 

委
員
長 

永

田

和

宏 

委 

員 

小

池

 

光 

 
 

 
 

小

島

ゆ

か

り 

 
 

 
 

三

枝

昻

之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

五
十
音
順)

 

 

【
贈
呈
式
】 

令
和
五
年
五
月
十
四
日
（
日
） 



 

 

 

佐
藤 

通
雅 

『
岸
辺
』 

（
自
選
） 

 
 

ビ
ニ
ー
ル
袋
拾
い
あ
ぐ
れ
ば
宇
宙
人
の
胎
児
の
や
う
な
イ
ヌ
の
糞
な
り 

 

岸
辺
に
は
な
に
か
聖
書
の
感
じ
あ
り
帽
と
り
額
に
水
の
光
当
つ 

 

黄
金
の
銀
杏
の
道
を
渡
る
な
り
と
り
か
へ
し
つ
か
ざ
る
こ
と
は
た
れ
に
も 

 

街
に
出
て
手
負
ひ
の
鳥
の
ご
と
く
に
も
小
公
園
の
ベ
ン
チ
に
ゐ
た
り 

 

老
い
ゆ
く
は
抽
象
へ
向
か
ふ
こ
と
な
ら
む
こ
の
頃
哲
学
書
が
次
々
解
け
る 

 



 

 

  
 一

日
の
食
に
足
ら
ひ
て
も
ど
り
来
し
夕
の
白
鳥

と

り

の
つ
ば
さ
は
透
く
も 

 

完
膚
な
き
ま
で
に
敗
れ
し
も
の
と
し
て
草
踏
む
倒
木
の
根
の
と
こ
ろ
ま
で 

 

何
本
も
の
氷
柱
に
滴
ふ
く
ら
み
て
こ
ぼ
れ
む
と
き
そ
の
尖
は
震
へ
る 

 

騒
乱
の
あ
り
崩
壊
も
あ
り
な
が
ら
雨
止
み
草
の
穂
の
立
ち
直
る 

 

逃
げ
場
無
き
人
静
け
く
て
マ
イ
バ
ッ
グ
出
せ
ば
手
早
く
物
入
れ
く
る
る 

 



 

●
選
考
委
員
に
よ
る
選
評 

現
在
進
行
形
の
記
憶 

永
田 

和
宏 

佐
藤
通
雅
氏
は
、
仙
台
と
い
う
自
分
の
基
盤
に
し
っ
か
り

根
を
張
り
、
そ
こ
か
ら
歌
壇
の
流
れ
を
常
に
客
観
的
、
批
判

的
に
観
察
し
、
メ
ッ
セ
―
ジ
を
発
し
続
け
る
姿
勢
に
、
強
い

印
象
を
受
け
て
来
た
。
宮
沢
賢
治
の
研
究
家
と
し
て
の
多
く

の
業
績
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
な
に
よ
り
一
九
六
六
年
か
ら
、

五
五
年
一
五
〇
号
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
個
人
誌
「
路
上
」

の
発
行
は
、
佐
藤
通
雅
を
語
る
う
え
で
外
す
こ
と
の
で
き
な

い
要
素
で
あ
ろ
う
。
歌
人
と
し
て
他
に
例
を
み
な
い
、
特
筆

す
べ
き
活
動
で
あ
る
。 

本
歌
集
は
、
東
日
本
大
震
災
を
今
な
お
現
在
進
行
形
の
記

憶
と
し
て
抱
え
続
け
る
真
摯
な
歌
群
の
ほ
か
に
、
自
身
の
老

い
や
病
い
を
詠
っ
た
作
品
が
印
象
に
残
る
。
そ
れ
ら
が
従
来

よ
り
い
く
ぶ
ん
自
在
さ
を
増
し
た
文
体
で
、
あ
る
種
軽
み
と

と
も
に
詠
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
か
。

佐
藤
通
雅
の
受
賞
を
古
い
友
人
と
し
て
心
か
ら
喜
ん
で
い
る
。 

 短
歌
へ
の
「
愛
」 

小
池 

光 

佐
藤
通
雅
氏
は
、
一
時
期
を
除
い
て
、
短
歌
結
社
に
所
属
せ

ず
、
個
人
誌
『
路
上
』
を
発
行
し
、
そ
こ
を
表
現
の
拠
点
と
し

て
き
た
。
五
十
数
年
に
わ
た
り
『
路
上
』
の
刊
行
は
続
け
ら
れ
、

こ
の
た
び
百
五
十
号
を
も
っ
て
終
刊
と
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の

年
月
を
続
い
た
個
人
誌
を
ほ
か
に
知
ら
な
い
。
内
容
も
児
童
文

学
、
教
育
論
、
そ
し
て
短
歌
の
評
論
と
実
作
と
は
な
は
だ
多
岐
、

多
彩
に
わ
た
り
、
小
さ
な
総
合
誌
の
お
も
む
き
を
み
せ
る
ユ
ニ

ー
ク
な
本
で
あ
っ
た
。 

そ
の
多
彩
さ
の
な
か
の
一
番
の
根
底
に
、
常
に
短
歌
が
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
を
得
難
く
お
も
う
。『
岸
辺
』
は
そ
の
十
二
番
目

の
歌
集
で
、
日
常
の
ち
い
さ
な
出
来
事
を
独
特
の
視
点
か
ら
す

く
い
上
げ
、
滋
味
ぶ
か
い
歌
集
に
な
っ
て
い
る
。
短
歌
へ
の
「
愛
」

が
し
み
じ
み
感
じ
ら
れ
る
好
歌
集
で
あ
る
。 

   



 

岸
辺
に
立
ち
尽
く
す
人 

小
島 

ゆ
か
り 

期
間
限
定
安
売
り
墓
地
の
広
告
を
二
日
と
り
お
き
三
日
目 

に
捨
つ 

 
 

岸
辺
に
は
な
に
か
聖
書
の
感
じ
あ
り
帽
と
り
額
に
水
の
光 

当
つ 

 
 

勝
訴
と
は
、
何
に
勝
つ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
ら
う 

立
ち
尽

く
す
わ
れ
、
コ
ス
モ
ス
の
花
も 

 

長
く
一
人
で
う
た
っ
て
き
た
歌
人
が
、
い
ま
改
め
て
歳
月
の

岸
辺
に
一
人
立
ち
尽
く
す
よ
う
な
作
品
群
と
思
い
ま
し
た
。 

暮
し
の
中
の
、
さ
さ
や
か
な
心
理
の
起
伏
に
に
じ
む
も
の
。 

世
の
猥
雑
を
ふ
い
に
す
り
抜
け
て
恩
寵
の
よ
う
に
や
っ
て
来
る

も
の
。
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の
葛
藤
が
も
た
ら
し
た
も
の
。

わ
か
ら
な
い
も
の
だ
ら
け
の
岸
辺
に
立
ち
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
世
を
お
も
し
ろ
が
る
表
情
が
見
え
て
、

ゆ
た
か
な
読
後
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

独
り
歩
み
つ
づ
け
る 

三
枝 

昻
之 

 

東
北
に
根
を
下
ろ
し
て
独
行
的
な
歩
み
を
続
け
る
佐
藤
通
雅

氏
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
私
は
活
動
し
て
き
た
。
１
９
６
６
年

に
個
人
編
集
誌
「
路
上
」
を
創
刊
し
て
２
０
２
１
年
ま
で
続
け

た
そ
の
持
続
力
は
、
佐
藤
氏
の
高
い
文
学
的
倫
理
性
を
明
か
し

て
い
る
。
そ
の
阿
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
に
裏
打
ち
さ
れ
た
時
代

と
の
向
き
合
い
方
が
今
回
の
『
岸
辺
』
で
も
手
応
え
確
か
に
発

揮
さ
れ
、
大
切
な
成
果
と
な
っ
た
。 

  

そ
の
一
端
を
２
０
２
０
年
の
「
勝
訴
」
一
連
に
見
て
お
き
た

い
。
石
巻
市
の
大
川
小
学
校
の
悲
劇
は
東
日
本
大
震
災
の
痛
恨

事
の
一
つ
だ
が
、
学
校
の
対
応
を
巡
っ
て
遺
族
側
が
訴
訟
を
起

こ
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

勝
訴
と
は
、
何
に
勝
つ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
ら
う 

 

立
ち
尽
く
す
わ
れ
、
コ
ス
モ
ス
の
花
も 

   

言
う
て
は
な
ら
ぬ
ゆ
ゑ
口
閉
ざ
す
は
た
れ
も
た
れ
も 

 

海
行
き
の
電
車
が
い
ま
発
つ 

 
一
連
は
あ
の
渦
中
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
真
摯
が
勝
ち
と
敗

け
に
分
け
ら
れ
る
事
態
を
行
き
所
の
な
い
憂
慮
を
こ
め
て
凝
視

し
て
い
る
。
終
わ
る
こ
と
の
な
い
震
災
を
追
い
続
け
る
佐
藤
氏

な
ら
で
は
の
一
連
だ
ろ
う
。
そ
の
佐
藤
氏
の
歌
集
『
岸
辺
』
の

斎
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞
受
賞
を
喜
び
た
い
。 



 

 

 

受
賞
の
こ
と
ば 

 
  

佐
藤 

通
雅 

 

私
は
、
「
座
敷
わ
ら
す
」
の
よ
う
な
人
だ
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
居
る
よ
う
で
居
な
い
、
居
な
い
よ
う
で
居
る
と
い

う
在
り
方
を
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
表
現
の
場
も
、
個
人
編

集
誌
「
路
上
」
が
主
の
た
め
、
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
も
、
２
０
２
１
年
７
月
に
１
５
０
号
を
出
し

た
と
こ
ろ
で
終
刊
し
、
あ
と
は
ご
く
私
的
に
刊
行
し
て
い
る

ば
か
り
で
す
。
そ
う
い
う
私
に
、
照
明
を
当
て
て
下
さ
っ
た

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

東
北
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
齋
藤
茂
吉
は
、
い

つ
で
も
大
き
な
関
心
事
で
し
た
。
作
品
を
朗
読
し
、
ま
た
歌

集
を
書
写
し
、
魅
力
の
核
に
迫
ろ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。
写

生
論
の
根
拠
に
も
迫
ろ
う
と
、
、
『
茂
吉
覚
書 

評
論
を
読

む
』
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。

気
が
付
け
ば
私
自
身
の
残
り
時
間
も
、
そ
う
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歌
作
し
、
ま

た
思
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３４回 齋藤茂吉短歌文学賞受賞者歴 

佐藤 通雅 (さとう みちまさ) 
歌人。1943 年（昭和 18年）岩手県生まれ 宮城県在住 80 歳。 

文学思想個人編集誌「路上」発行人、元河北新報歌壇選者。 

 

【主な著作等】 

歌 集：昭和 46年『薄明の谷』、昭和 53 年『水の涯』、 

昭和 57 年『襤褸日乗』、昭和 62年『アドレッセンス挽歌』、 

平成 6 年『美童』、平成 11 年『天心』、平成 15 年『往還』、 

平成 18 年『予感』、平成 23 年『強霜』、 

平成 25 年『昔話（むがすこ）』、平成 29年『連灯』、 

令和 4 年『岸辺』 

著 書：昭和 45年『新美南吉童話論 自己放棄者の到達』、 

昭和 60 年『日本児童文学の成立 序説』、 

平成 12 年『宮沢賢治 東北砕石工場技師論』、 

平成 13 年『岡井隆ノート『0』から『朝狩』まで』、 

平成 19 年『賢治短歌へ』、平成 21年『茂吉覚書 評論を読む』 

他多数  

受賞歴：昭和 46年第 4回日本児童文学者協会新人賞、 

昭和 61 年日本児童文学学会賞奨励賞、 

平成 12 年第 10 回宮沢賢治賞、 

平成 24 年第 27 回詩歌文学館賞短歌部門



 

 

こ
れ
ま
で
の
受
賞
者 

第

一

回 

岡

井 

隆
『
親
和
力
』
砂
子
屋
書
房 

第

二

回 

本

林

勝

夫
『
齋
藤
茂
吉
の
研
究
―
そ
の
生
と
表
現
―
』
桜
楓
社 

第

三

回 

塚

本

邦

雄
『
黄
金
律
』
花
曜
社 

第

四

回 

前

登

志

夫
『
鳥
獣
蟲
魚
』
小
澤
書
店 

第

五

回 

斎

藤 

史
『
秋
天
瑠
璃
』
不
識
書
院 

第

六

回 

近

藤

芳

美
『
希
求
』
砂
子
屋
書
房 

第

七

回 

小

暮

政

次
『
暫
紅
新
集
』
短
歌
新
聞
社 

第

八

回 

馬
場
あ
き
子
『
飛
種
』
短
歌
研
究
社 

第

九

回 

吉

田 

漱
『｢

白
き
山｣

全
注
釈
』
短
歌
新
聞
社 

第

十

回 

佐
佐
木
幸
綱
『
呑
牛
』
本
阿
弥
書
店 

第

十

一

回 

伊

藤 

博
『
萬
葉
集
釋
注
』
集
英
社 

第

十

二

回 

森
岡 

貞
香
『
夏
至
』
砂
子
屋
書
房 

第

十

三

回 
竹

山 

広
『
竹
山
広
全
歌
集
』
雁
書
館
・
な
が
ら
み
書
房 

第

十

四

回 
藤

岡

武

雄
『
書
簡
に
み
る
斎
藤
茂
吉
』
短
歌
新
聞
社 

第

十

五

回 
清

水

房

雄
『
獨
孤
意
尚
吟
』
不
識
書
院 

第

十

六

回 

小

池 

光
『
滴
滴
集
』
短
歌
研
究
社 

第

十

七

回 

三
枝 
昻
之
『
昭
和
短
歌
の
精
神
史
』
本
阿
弥
書
店 

第

十

八

回  

花
山
多
佳
子
『
木
香
薔
薇
』
砂
子
屋
書
房 

第

十

九

回 

永
田 

和
宏
『
後
の
日
々
』
角
川
書
店 

第

二

十

回 

河
野 

裕
子
『
母
系
』
青
磁
社 

第
二
十
一
回 

伊
藤 

一
彦
『
月
の
夜
声
』
本
阿
弥
書
店 

第
二
十
二
回 

品
田 

悦
一
『
斎
藤
茂
吉
―
あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
と
ほ
り
た
り
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

第
二
十
三
回 

篠 
 

 

弘
『
残
す
べ
き
歌
論
―
二
十
世
紀
の
短
歌
論
―
』
角
川
書
店 

第
二
十
四
回 

秋
葉 

四
郎
『
茂
吉
幻
の
歌
集
『
萬
軍
』
―
戦
争
と
斎
藤
茂
吉
―
』
岩
波
書
店 

第
二
十
五
回 

栗
木 

京
子
『
水
仙
の
章
』
砂
子
屋
書
房 

第
二
十
六
回 

小
島
ゆ
か
り
『
泥
と
青
葉
』
青
磁
社 

第
二
十
七
回 

柏
崎 

驍
二
『
北
窓
集
』
短
歌
研
究
社 

第
二
十
八
回 

橋
本 

喜
典
『
行
き
て
帰
る
』
短
歌
研
究
社 

第
二
十
九
回 

大

 

隆
弘
『
景
徳
鎮
』
砂
子
屋
書
房 

第

三

十

回 

春
日
真
木
子
『
何
の
扉
か
』
角
川
文
化
振
興
財
団 

第
三
十
一
回 

吉
川 

宏
志
『
石
蓮
花
』
書
肆
侃
侃
房 

第
三
十
二
回 

大
島 

史
洋
『
ど
ん
ぐ
り
』
現
代
短
歌
社 

第
三
十
三
回 

岡
野 

弘
彦
『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』
青
磁
社 

 
齋
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞
運
営
委
員
会
事
務
局 

〒
九
九
〇
―
八
五
七
〇 

山
形
市
松
波
二
丁
目
八
―
一 

山
形
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
〇
二
三
―
六
三
〇
―
二
九
〇
三 

 


